
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
二
日

お
し
　ゃ　
れ
し
て
小
春
の
街
へ
車
椅
子

菜

　々　

ふ
る
里
は
落
人
の
村
ゆ
ず
熟
る
る

よ
う
子

小
春
日
の
堀
端
に
画
架
並
び
を
り

せ
い
じ

穴
窯
の
柞
紅
葉
に
閉
さ
る
る

雅

流

二
〇
一
三
年
一
一
月
二
一
日

白
壁
を
カ
ン
バ
ス
と
し
て
蔦
紅
葉

満

天

豪
華
船
島
影
め
け
る
靄
の
沖

な
つ
き

相
聞
の
歌
碑
を
離
れ
ず
冬
の
蝶

菜

　々　

大
吊
橋
足
下
は
深
き
紅
葉
谷

と
も
え

二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日

参

道

の

右

も

左

も

冬

菜

畑

菜

　々　

浮
き
雲
や
土
手
の
並
木
の
冬
紅
葉

あ
さ
こ

レ
ス
ト
ラ
ン
飾
る
真
　っ　
赤
な
唐
辛
子

満

天

落
葉
径
足
裏
に
や
は
し
城
址
訪
ふ

は
く
子

張
替
し
障
子
明
り
に
愛
書
読
む

三

刀

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
九
日

円
陣
を
解
き
て
水
脈
引
く
鴨
の
陣

せ
い
じ

屋
根
の
鳩
横
一
列
に
日
向
ぼ
こ

よ
し
子

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
八
日

車
椅
子
多
し
小
春
の
遊
歩
径

あ
さ
こ

飛
行
雲
小
春
の
空
を
二
タ
分
け
す

せ
い
じ

賓
頭
廬
を
撫
で
て
一
願
木
の
葉
髪

宏

虎

一
水
に
沿
ひ
て
小
春
の
山
路
行
く

百

合

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
七
日

庭
の
柚
子
ほ
め
れ
ば
一
つ
お
土
産
に

有

香

立
ち
が
た
し
日
向
ぼ
こ
り
の
お
尻
に
根

あ
さ
こ

な
滑
り
そ
落
葉
に
埋
も
る
男
坂

菜

　々　

心
字
池
埋
め
尽
く
し
た
る
散
紅
葉

菜

　々　

京
な
れ
や
土
間
に
居
座
る
酢
茎
桶

つ
く
し

鎮
守
社
は
老
い
の
会
所
や
里
小
春

雅

流

吊
し
柿
二
階
の
窓
を
塞
ぎ
け
り

こ
す
も
す

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
六
日

屋
根
職
人
小
春
の
空
を
ひ
　ょ　
い
ひ
　ょ　
い
と

き
づ
な

絡
む
日
の
木
　々　
の
輝
く
冬
の
晴

百

合

小
春
の
日
燦
と
裸
婦
像
抱
擁
す

三

刀

忠
魂
碑
寧
か
れ
と
か
つ
紅
葉
散
る

菜

　々　

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
八
日
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